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島
原
原
城
攻
め
の
覚
書

│
諸
藩
の
使
者
、
佐
賀
藩
な
ど
│

武　

田　

昌　

憲

　
　
　

は
じ
め
に

　

寛
永
十
四
年
・
十
五
年
の
天
草
・
島
原
の
乱
（
一
揆
）
は

そ
の
当
初
か
ら
佐
賀
藩
は
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
佐
賀
鍋
島
藩
は
、
地
理
的
関
係
か
ら
一
揆
が
立
て
籠

っ
た
島
原
の
原
城
と
は
同
じ
肥
前
国
に
位
置
し
、「
嶋
原
隣
端
」

「
地
續
」（『
勝
茂
公
御
年
譜
』）の
近
さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

早
く
か
ら
一
揆
鎮
圧
に
参
加
し
た
藩
で
あ
る
。
当
然
そ
の
出

費
や
人
的
被
害
は
膨
大
な
も
の
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
佐
賀
本
藩
の
記
録
か
ら
、
諸
藩
の
使
者
の
動

向
も
垣
間
見
え
た
の
で
指
摘
す
る
。
寛
永
十
五
年
元
旦
の
幕

府
軍
の
攻
撃
を
中
心
に
見
て
い
く
。

　
　
　

元
旦
の
損
害

　

そ
も
そ
も
一
揆
の
発
端
は
、
松
倉
藩
の
苛
政
に
あ
っ
た
こ

と
は
鍋
島
藩
で
も
把
握
し
て
い
た
よ
う
だ
。
松
倉
の
重
臣
達

の
苛
政
は
徹
底
し
、

　
「
六
万
石
の
在
家
を
い
ろ
り
銭
・
火
燵
銭
・
窓
銭
・
棚
銭
・

戸
口
銭
・
死
人
に
穴
銭
、
生
れ
子
に
頭
リ
銭
を
懸
け
、」（『
勝

茂
公
御
年
譜
』）
な
ど
種
々
の
課
税
を
し
て
領
民
の
反
発
が
次

第
に
増
大
し
て
い
た
。

　

佐
賀
藩
は
早
く
か
ら
幕
府
軍
の
一
翼
を
担
っ
て
い
て
、
他

藩
の
参
加
状
況
も
つ
か
み
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

当
然
他
藩
よ
り
功
績
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
自

負
も
あ
る
。

　
　
　

諸
藩
の
使
者
の
討
死

　

寛
永
十
五
年
元
旦
の
総
攻
撃
で
は
、
幕
府
軍
の
大
敗
北
に
終

わ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
鍋
島
藩
の
記
録
で
は
「
今
日
、
当
家

の
討
死
・
手
負
都
て
二
千
五
百
余
人
、
其
内
討
死
三
百
八
十

余
人
也
。
諸
手
の
死
創
を
算
に
五
千
余
人
に
及
べ
り
、
其
外
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国
々
よ
り
の
使
者
に
は
、
松
平
安
芸
守
殿
使
者
小
山
田
新
助
、

松
平
右
衛
門
佑
（
佐
）
殿
使
者
坪
内
右
衛
門
、
細
川
越
中
守

殿
使
者
伊
東
半
之
允
（
伊
東
十
之
允
カ
）・
横
山
助
之
進
、
此

三
（
四
カ
）
人
ハ
板
倉
内
膳
殿
手
に
在
て
戦
死
す
。
松
平
長

門
守
殿
使
者
国
司
下
総
守
ハ
殿
を
致
し
、
其
軍
列
正
し
て
名

を
現
し
け
り
。」

　

正
規
の
軍
勢
以
外
に
諸
藩
か
ら
の
使
者
が
戦
闘
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
松
平
長
門
守
殿
（
毛
利
家
）

使
者
国
司
下
総
守
の
よ
う
に
、
し
ん
が
り
が
務
ま
る
く
ら
い

の
兵
力
を
つ
れ
て
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る注（
1
）。

　

そ
の
後
の
毛
利
藩
の
使
者
は
二
日
以
降
も

　
「
同
二
日
、
石
谷
重
蔵
殿
、
隣
国
に
書
を
飛
し
て
軍
勢
を
被

招
、
依
之
、
細
川
肥
後
守
光
利
来
陣
あ
つ
て
、
日
の
江
口
に

陣
せ
ら
る
、（
中
略
）
嶋
津
大
隅
守
家
久
の
使
者
嶋
津
下
野
守

久
光
（
久
元
カ
）、
三
千
人
を
以
日
の
江
山
の
麓
に
在
陣
す
、

毛
利
家
の
使
者
等
日
々
に
来
り
重
、
日
の
江
・
黨
（
堂
）
崎

の
山
野
に
充
満
す
る
」（
注
、「
毛
利
家
の
使
者
」
に
つ
い
て

は
（
明
和
本
）
に
は
「
此
外
薩
州
之
使
者
三
原
左
衛
門
・
山

田
民
部
・
池
田
家
之
使
者
、
毛
利
家
の
使
者
」
と
あ
る
（『
佐

賀
県
近
世
史
料
』
第
一
編
第
二
巻
『
勝
茂
公
御
年
譜
』
六
、

１
２
７
ｐ
））

　

と
あ
り
、
毛
利
家
も
嶋
津
家
や
池
田
家
の
使
者
と
と
も
に

毎
日
の
よ
う
に
兵
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

苦
楽
を
共
に
し
た
存
在
と
し
て
毛
利
藩
の
使
者
、
国
司
氏

の
活
躍
に
は
佐
賀
藩
と
し
て
同
情
し
て
い
る
。

　
　
　

上
使
討
死
の
意
味

　

寛
永
十
五
年
元
旦
の
総
攻
撃
で
の
幕
府
の
最
高
指
揮
官
で

あ
る
板
倉
重
昌
の
討
死
は
、
幕
府
の
敗
北
を
象
徴
す
る
衝
撃

的
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
当
然
諸
藩
の
損
害
が
無
傷
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
生
き
残
っ
た
者
に
も
そ
れ
相
応
の

犠
牲
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

　

各
藩
に
も
そ
れ
相
応
の
犠
牲
者
が
い
る
。

　

細
川
藩
で
は
「
川
尻
へ
細
川
勢
の
渡
海
見
送
り
の
た
め
き

て
い
た
家
老
監
物
は
二
日
、
横
山
助
之
進
、
伊
藤
十
之
允
の

討
死
を
知
り
、
茶
屋
の
玄
関
を
上
が
り
な
が
ら
い
っ
た
。

　

さ
て
も
さ
て
も
、
目
出
度
き
事
か
な
、
上
使
の
討
死
に
御

家
来
が
死
な
で
よ
き
も
の
か
、
助
之
進
、
十
之
允
で
か
し
た
、

と
高
声
に
申
し
て
通
ら
れ
候
に
、
諸
人
気
を
通
し
、
い
か
に

も
そ
の
は
ず
じ
ゃ
と
色
を
直
し
候
（「
忠
利
公
御
年
譜
之
内
、
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有
馬
記
」）

　

以
上
、
戸
田
敏
夫
『
天
草
・
島
原
の
乱
―
細
川
藩
史
料
に

よ
る
―
」（
昭
和
六
十
三
年
、
新
人
物
往
来
社
）

　

一
方
、佐
賀
藩
の
記
事
で
も
、苦
戦
し
て
死
傷
者
続
出
の
中
、

　
「
旗
本
の
侍
大
将
鍋
嶋
帯
刀
茂
里
、
先
手
の
軍
の
急
成
ル
を

見
て
、
其
各
（
兵
）
一
千
の
（
を
）
ひ
き
ひ
、（
中
略
）
城
中

に
攻
入
ん
と
土
手
に
の
り
あ
か
る
の
と
き
、
眼
を
鉄
炮
に
て

打
貫
れ
忽
死
す
、」
そ
し
て
、
多
久
美
作
守
茂
辰
が
戦
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
上
使
板
倉
内
膳
重
昌
の
討
死
の
知
ら
せ
が
入
る

と
、「
茂
辰
是
を
聞
、
上
使
戦
死
の
上
ハ
当
家
よ
り
も
歴
〃
の

者
討
死
の
場
也
、
我
等
戦
死
す
べ
し
と
無
二
無
三
ニ
押
出
時

に
、
鍋
嶋
帯
刀
戦
死
の
よ
し
相
知
し
か
ハ
、
於
然
は
我
等
戦

死
ニ
不
及
と
て
、
軍
を
静
め
て
猶
相
戦
ふ
、」

　

鍋
嶋
帯
刀
の
戦
死
に
よ
り
、
藩
の
対
面
が
保
て
た
。
名
の

あ
る
武
士
が
こ
れ
以
上
死
ぬ
必
要
が
な
い
の
で
、
慌
て
て
死

な
な
い
よ
う
に
伝
令
す
る
の
で
あ
る
。
細
川
藩
で
も
横
山
助

之
進
、
伊
藤
十
之
允
の
討
死
の
お
か
げ
で
面
子
が
保
て
た
と

言
わ
ん
ば
か
り
の
記
述
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
総
大

将
を
失
う
こ
と
は
大
将
一
人
の
問
題
で
は
な
く
、
参
戦
し
た

諸
藩
の
や
る
気
が
あ
っ
た
か
の
評
価
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
評

価
基
準
が
討
死
や
負
傷
者
の
数
に
な
る
。

　
　
　

佐
賀
藩
の
莫
大
な
犠
牲

　

こ
の
日
の
佐
賀
藩
の
損
害
は
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
。
再
起

不
能
に
な
る
寸
前
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

結
局
、
幕
府
軍
の
人
的
損
害
は
、
佐
賀
藩
も
加
え
て
以
下
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。『「
勝
茂
公
御
年
譜　

七
』

今
度
於
嶋
原
城
寄
手
討
死
之
覚

鍋
島
信
濃
守
家
中　
　
　

討
死
六
百
弐
拾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

大
物
頭
三
人　

侍
八
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負　

三
千
三
十
四
人

細
川
越
中
守
家
中　
　
　

討
死
弐
百
七
十
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
千
八
百
廿
六
人

松
平
右
衛
門
佐
家
中　
　

討
死
弐
百
十
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
千
六
百
五
十
八
人

黒
田
甲
斐
守
家
中　
　
　

討
死
三
十
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
四
十
五
人

黒
田
市
正
家
中　
　
　
　

討
死
十
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
五
十
六
人
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有
馬
玄
番
頭
家
中　
　
　

討
死
七
十
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
八
十
五
人

立
花
肥
田
守
家
中　
　
　

討
死
百
二
十
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
七
十
九
人

松
倉
長
門
守
家
中　
　
　

討
死
二
十
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
九
十
七
人

小
笠
原
右
近
太
夫
家
中　

討
死
二
十
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
い
弐
百
三
人

小
笠
原
信
濃
守
家
中　
　

討
死
十
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
い
百
四
十
鉢
人

松
平
丹
後
守
家
中　
　
　

討
死
三
十
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
二
十
七
人

水
野
日
向
守
家
中　
　
　

討
死
百
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
八
十
二
人

寺
沢
兵
庫
頭
家
中　
　
　

討
死
二
十
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
十
五
人

有
馬
左
衛
門
佐
家
中　
　

討
死
三
十
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
八
人

戸
田
左
門
家
中　
　
　
　

討
死
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
い
三
十
四
人

松
平
伊
豆
守
家
中　
　
　

討
死
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
余
人

　

佐
賀
藩
の
被
害
状
況
は

　
「
討
死
六
百
弐
拾
人　
　

内　

大
物
頭
三
人　

侍
八
十
人
手

負　

三
千
三
十
四
人
」
と
あ
り
、
諸
藩
の
中
で
は
最
も
損
害

が
大
き
い
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
人
的
損
害
は
大
き
い
。

　

ま
た
、
当
然
こ
こ
に
は
諸
藩
の
使
者
の
人
的
損
害
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。

　

原
城
包
囲
戦
で
最
終
的
に
揃
っ
た
諸
勢
は
、
細
川
藩
の

記
録
（「
忠
利
公
御
年
譜
之
内
、
有
馬
記
」）
で
は
、
細
川

藩
は
二
万
八
千
六
百
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
鍋
島
藩
は

一
万
四
千
三
百
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
数
回
の
戦
闘
に
よ
る
莫

大
な
死
傷
者
は
換
算
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
鍋
島
藩
に

と
っ
て
は
屈
辱
的
な
数
字
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
記
録
に

よ
る
寄
せ
手
の
人
数
は
合
わ
せ
て
十
一
万
七
千
六
百
七
十
五

人
と
記
し
、
其
れ
と
は
別
に
続
け
て

　
「
他
に
一
万
五
千
人　

方
々
使
者
上
下

　
　

総
合
十
三
万
二
千
六
百
七
十
五
人
」

　

と
な
っ
て
い
る
。
毛
利
藩
を
含
め
た
、
一
万
五
千
と
い
う
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多
く
の
諸
藩
か
ら
の
使
者
（
と
い
う
名
目
の
戦
闘
部
隊
）
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
が
尽
き
な
い
。

　

し
か
も
佐
賀
藩
は
こ
の
時
の
先
走
り
の
軍
令
違
反
が
問
わ

れ
、
戦
後
、
閉
門
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
る
。
名
誉
の
戦
い
ど
こ

ろ
か
、
藩
の
存
続
に
か
か
わ
る
重
大
時
に
か
か
わ
っ
て
い
く
。

踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
の
藩
で
あ
っ
た
。

　

佐
賀
藩
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
活
躍
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
幕
府
か
ら
は
お
と
が
め
を
受
け
、
出
費
も
多
く
、
人
的

損
害
も
随
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
本
丸
一
番
乗
り
や
天
草

四
郎
を
討
ち
取
っ
た
り
し
た
細
川
藩
の
活
躍
は
幸
運
と
し
か

見
え
な
い
。

　

ま
た
、
藩
同
志
、
不
仲
の
藩
も
あ
る
。
結
局
一
揆
鎮
圧
で

最
も
恐
る
べ
き
は
一
揆
方
で
は
な
く
、
あ
る
面
諸
藩
の
動
向

＝
い
は
ゆ
る
味
方
同
士
が
も
っ
と
も
強
敵
で
あ
っ
た
と
も
い

え
る
。

　

佐
賀
鍋
島
家
の
戦
死
者
は
幕
府
軍
の
実
に
三
分
の
一
に

及
ぶ
。
特
に
元
旦
の
総
攻
撃
で
は
鍋
島
藩
だ
け
の
攻
撃
描

写
で
「
被
官
八
十
五
人
一
所
に
討
れ
手
を
負
た
り
」「
七
十

余
人
討
死
し
、
三
百
余
人
手
を
負
た
り
」「
此
手
の
死
創

都
合
八
百
六
十
七
人
」「
雑
兵
四
十
九
人
討
死
し
、
手
負

は
五
百
二
十
二
人
也
」「
足
軽
四
十
余
人
討
死
し
、
…
・
手

負
百
五
十
余
人
也
」「
雑
兵
百
九
十
余
人
討
死
し
、
…
雑
兵

百
九
十
七
人
疵
を
蒙
る
」「
侍
十
七
人
疵
を
蒙
り
、
雑
兵
討
死

数
を
不
知
」
原
城
下
は
鍋
島
藩
勢
の
屍
で
埋
ま
っ
た
よ
う
な

悲
惨
さ
で
あ
っ
た
。

　

お
わ
り
に
動
員
兵
力
の
問
題
を
考
え
た
い
。
寛
永
十
五
年

の
正
月
十
五
日
に
は
鍋
島
藩
で
は

　
「
此
と
き
当
家
の
人
数
都
合
三
万
弐
百
九
十
三
人
、
馬

七
百
四
十
一
疋
也
、
然
と
も
其
数
自
余
に
過
た
る
故
に
被
減

之
、
御
書
出
の
趣　
　

　
　
　

鍋
島
信
濃
守
人
数
覚

　

都
合
夫
兵
二
萬
五
千
三
百
三
人

　
　
　
　
　

内

　
　

兵　

弐
萬
千
三
人

　
　

夫　

四
千
三
百
人
」（『
勝
茂
公
御
年
譜
』）

　

こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
公
式
動
員
人
数
と
は
別
に
、
各
藩
の

実
際
の
動
員
人
数
は
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
公
式
記
録
だ
け
で
歴
史
を
見
て
い
な
い
か
気
に
な



－ 6－

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
（
続
く
）

注（
１
）
毛
利
家
（
藩
）
の
使
者
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「
島
原
の
乱
の
使
者
の
戦
い
（
そ
の
１
）
―
毛
利

藩
の
場
合
―
」
（
『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

三
十
六
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）
に
述
べ
た
。


